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表紙説明
穏やかに春風吹く4月のある日、同僚に案内され初めて写真の場所を訪
れた。思わず歓声を上げてしまうほど見事に群生して咲くテッポウユリ。
辺りには、ほのかにユリの香りが漂い心地良い時間が流れていた。

広　報広　報



（８.４％）

町県民税 ･････ 1億 9,067 万 8千円
固定資産税 ･･･ 1億 9,221円 6千円
軽自動車税 ･･･････ 3,483 万 7千円
町たばこ税 ･･･････ 6,806 万 1千円

４億8,579万 2千円

（１．２％）
6,８４７万９千円

（0.6％）
3,760万９千円

（1.4％）
7,993万 6千円

自主財源合計（１７.８％）
１０億３，３３７万９千円

依存財源合計
４７億７，７５４万９千円（８２.２％）

（48.9％）
２８億４千万円

（13.6％）
７億 9,052 万円

（7.5％）
４億 3,690 万円

（９．４％）
５億 4,433 万９千円

（１．９％）
１億１，０００万円

（０．６％）
3,775 万９千円

（０．３％）
１，８０３万１千円

平
成
28
年
第
１
回
喜
界
町
議
会
定
例
会
最
終
本
会
議
が
３
月
17
日
、
議
会
本
会
議
場
で
開
催
さ
れ
、
平
成
28
年

度
一
般
会
計
予
算
案
（
９
件
）
な
ど
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
可
決
さ
れ
た
『
平
成
28
年
度
歳
入
及

び
歳
出
予
算
』
の
あ
ら
ま
し
を
こ
こ
で
紹
介
し
ま
す
。

　

当
初
予
算
総
額
は
、
一
般

会
計
、
特
別
会
計
あ
わ
せ
て
、

１
０
１
億
８
７
２
２
万
５
千

円
で
前
年
度
当
初
予
算
比
、

２
億
４
５
４
３
万
８
千
円
、
２
・

４
％
の
減
。

　

一
般
会
計
は
、
前
年
度
比

１
億
４
７
２
３
万
２
千
円
減
額
の

58
億
１
０
９
２
万
８
千
円
。

　

特
別
会
計
は
、
前
年
度
比

９
８
２
０
万
６
千
円
、
2
・
２
％

の
減
。

○
自
主
財
源

　

自
主
財
源
は
、10
億
３
３
３
７
万

９
千
円
で
、歳
入
全
体
の
17・８
％

を
占
め
る
。
こ
の
う
ち
町
税
は

４
億
８
５
７
９
万
２
千
円
を
計

上
し
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比

べ
２・７
％
の
増
。

　

各
種
基
金
か
ら
の
繰
入
金
は
、

前
年
度
比
４
０
０
７
万
６
千
円

を
減
額
し
、
２
億
４
９
２
４
万

円
と
な
っ
た
。

○
依
存
財
源

　

交
付
税
は
、
普
通
・
特
別
交

付
税
を
合
わ
せ
た
28
億
4
千
万

…
地
方
公
共
団
体
が
自
主

的
に
収
入
す
る
こ
と
が
で
き
る
財
源
。

…
国
や
県
の
決
定
に
よ
り

交
付
さ
れ
る
財
源
。

…
町
が
独
自
に
賦
課
・
徴
収
す

る
税
金

…
公
営
住
宅
の

家
賃
や
住
民
票
な
ど
の
証
明
書
発
行

の
た
め
に
納
め
ら
る
お
金…

町
の
行
う
事

業
に
よ
り
利
益
を
受
け
る
も
の
か
ら
、

そ
の
受
益
を
限
度
と
し
た
賦
課
徴
収

す
る
も
の
。
老
人
保
護
措
置
（
養
護

老
人
ホ
ー
ム
）
費
な
ど

…
教
員
住
宅
の
家
賃
や
町

所
有
の
土
地
の
地
代
な
ど
の
お
金

…
地
方
公
共
団
体
が
等

し
く
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
、
国
が
配
分
す
る

お
金

…
町
が
行
う
特
定
の
事

業
に
対
し
て
、
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

お
金

…
町
が
行
う
公
共
事
業
な
ど
の

財
源
と
し
て
、
国
な
ど
か
ら
借
り
た

お
金

…
町
が
行
う
特
定
の
事
業

に
対
し
て
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

…
地
方
消
費

税
の
一
部
を
人
口
な
ど
に
よ
り
按あ
ん
ぶ
ん分
さ

れ
て
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

…
国
税
と
し
て
徴
収
さ

れ
、
一
定
の
基
準
に
よ
り
国
か
ら
地
方

公
共
団
体
に
交
付
さ
れ
る
お
金

歳　　　　　　入

喜　界　町　の　予　算喜　界　町　の　予　算

（6.2％）

寄付金･････････ 520万 1千円
繰入金･･･････２億 4,924 万円
繰越金･････････････５００万円
諸収入･････１億 212万 2千円

３億 6,156万 3千円

（48

歳入
５８億

1,092 万 8千円

当
初
予

会
計
、
特

2



歳出
５８億

1,092 万 8千円

（１９．７％）
１１億４，２１２万２千円

（11.1％）
６億４，７５６万８千円

（９．２％）
５億３，４４１万４千円

（１１．８％）
６億８，３９１万９千円

（２１．０％）
１２億１，８６６万８千円

（１３．２％）
７億６，６７４万６千円

（１３．５％）
７億８，６４３万１千円

（０．３％）
１，７０１万６千円

（０．２％）
１，４０４万４千円

…
予
算
及
び
決
算
に
お
け

る
「
節
」
の
区
分
を
基
準
と
し
た

分
類
。
各
部
各
課
ご
と
の
お
お
ま

か
な
予
算
の
比
重
を
知
る
こ
と
が

で
き
る

…
人
件
費
、
扶
助

費
公
債
費
な
ど
支
出
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
お
金

…
普
通
建
設
事
業

や
災
害
復
旧
費
な
ど
、
支
出
の
効

果
が
資
本
形
成
に
向
け
ら
れ
、
将

来
に
残
る
も
の
に
支
出
さ
れ
る
お

金
。

…
特
別
職
や
一
般
職
の
給

料
な
ど
の
お
金

…
町
が
発
行
し
た
地
方
債

（
借
金
）
返
済
の
た
め
の
お
金

…
妊
産
婦
へ
の
助
成
金
や

児
童
手
当
な
ど
に
充
て
る
た
め
の

お
金

…
道
路
や
橋
、

学
校
、
庁
舎
な
ど
の
公
用
施
設
の

新
築
や
増
設
等
の
建
設
に
か
か
る

お
金

…
旅
費
や
消
耗
品
、
役

務
費
、
使
用
料
及
び
賃
借
料
、

備
品
購
入
費
、
公
債
費
、
委
託

料
な
ど
の
お
金

…
謝
金
や
補
助
金
、
負

担
金
及
び
交
付
金
、
火
災
保
険
、

自
動
車
損
害
保
険
料
な
ど
の
お
金

…
会
計
間
（
一
般
・
特
別
）

で
や
り
と
り
さ
れ
る
お
金

歳　　出　　（　性　質　別　）

（４０．０％）
２３億２，４１０万４千円
人件費、扶助費公債
費など支出しなければ
ならないお金

６億８，３９１万９千円
（１１．８％）

普通建設事業や災害
復旧費など、支出の
効果が資本形成に向
けられ、将来に残るも
のに支出されるお金

２８億２９０万５千円
（４８．２％）

上記の義務的・投資
的経費に含まれない
お金

円
を
計
上
。

　

歳
入
全
体
の
48
・
9
％
を
占

め
る
。

　

歳
出
予
算
は
、
事
業
で
み
る

と
新
規
事
業
は
、
消
防
自
動
車

購
入
、
企
業
誘
致
施
設
設
置
事

業
、
臨
時
福
祉
給
付
金
事
業
、

各
種
検
定
等
ト
ラ
イ
促
進
事

業
、
ま
ち
づ
く
り
リ
ー
ダ
ー
塾

開
設
委
託
料
な
ど
が
あ
る
。
既

存
事
業
は
、
簡
易
水
道
整
備
事

業
、
公
営
住
宅
建
替
工
事
、
埋

蔵
文
化
財
発
掘
調
査
事
業
、
喜

界
島
港
改
修
工
事
な
ど
が
大
き

な
事
業
費
と
な
って
い
る
。

　

性
質
別
に
前
年
度
と
比
べ
る

と
、
補
助
費
等
が
喜
界
町
光
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
整
備
事
業
負
担

金
が
昨
年
で
終
了
し
た
こ
と
も

あ
り
２
億
７
１
２
万
７
千
円
の
大

幅
な
減
額
。
ま
た
、
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
の
修
繕
費
の
増
な
ど
に
よ

り
物
件
費
が
７
３
１
１
万
８
千

円
の
増
額
と
な
り
、
繰
出
金
が

５
８
９
０
万
４
千
円
の
増
と
な
っ

て
い
る
の
は
主
に
簡
易
水
道
施
設

の
維
持
・
管
理
費
に
係
る
経
費

増
の
た
め
で
あ
る
。

　

全
体
で
は
、
前
年
度
比
２
･

５
％
減
の
１
億
４
７
２
３
万
２
千

円
の
減
額
と
な
って
い
る
。

平　成　28　年　度平　成　28　年　度
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…国や地方自治体の歳出で公務員
の給与などに使われたお金

…高齢者や障害者、子どもの福祉な
どに支出されたお金

…健康増進、疾病予防、環境保全、
清掃などに使われたお金

…農業、畜産業、水産業な
どの振興に使われたお金

…商業、観光の振興などに使われた
お金

…道路や公園、公営住宅の建設な
ど公共事業・土木事業等に利用されたお金

…消防署や消防団の運営など、消
防活動や救急活動に使われたお金

…公立学校の運営管理や施設設
備、生涯学習の推進などに使われたお金

…台風や大雨などの災害により
被害を受けた道路・農道等の復旧に使われ
たお金

…公共事業などの財源として借りた
公債の償還や利子の支払いに使われたお金

…議員の報酬など、議会運営に使わ
れたお金

平成 28年度の主な事業

歳　　出　（　目　的　別　）

　目的別の割合で前
年度と比較すると民生
費（20.6％→ 22.6％）、
衛生費（7.8％→ 8.4％）、
土木費（12.7％→ 13.2％）
が増加している。
　民生費は、臨時福祉
金給付事業などにより
増加。
　衛生費は、簡易水
道施設維持・管理費
に係る経費増に伴う繰
出金の増加などが要因。
　土木費は、港湾整
備費にかかる経費の増
加と町道の新設改良に
係る経費の増加が主た
る要因。

総務費
８億 5,204 万 9 千円

14.7％

民生費
13 億 1,430 万 2 千円

22.6％

衛生費 4億 8,917 万 8千円  8.4％

農林水産業費
7億 3,935 万 8 千円　12.7％

土木費
7億 6,877 万 9 千円

　13.2％
消防費 2億 1,414 万 7千円  ３．7％

教育費
6億 5,319 万 8 千円

11.2％

公債費
6億 4,756 万 8 千円 11.1％

3,615万4千円
（0.6％）

9,119万5千円
（1.6％）

５００万円
（０．１％）

事　業　名 予算額 事　業　名 予算額
２００万円
２，１００万円 
 ３，３００万円
９０８万円 
２，５８２万円 
２，１０６万円 
１，３５４万円 
３５０万円 
７２９万円 
３，０００万円 
６，６００万円 
４８０万円 
４２０万円 
４５０万円 
３２０万円 
９３０万円 
２４０万円 
２，４４２万円 
１，２０９万円 
４，５８３万円

１，１４１万円
４０８万円 
２５０万円
１，７７９万円
７００万円 
２，０００万円
４，２１０万円 
３，１２０万円
４７５万円 
４００万円
４，４０７万円 
３，０８８万円
４，０１０万円 
５０６万円 
４，０００万円 

３億３，０００万円 
１億１４０万円 
５８４万円
 ５００万円
１５０万円 

１億１，３６４万円
１０億１，０７８万円

4



喜界中学校喜界中学校喜界小学校喜界小学校

あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園 のぞみ幼稚園のぞみ幼稚園

喜界高校喜界高校 喜界高校喜界高校

喜界小学校喜界小学校 喜界中学校喜界中学校

早町小学校早町小学校早町小学校早町小学校

新
し
い
門
出･･･　

入
学
・
入
園
式
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喜
界
小
学
校

喜
界
小
学
校

榮　榮　

一一い
ぶ
き

い
ぶ
き颯颯

く
ん
く
ん
（
赤
連
）

（
赤
連
）

喜
界
小
学
校

喜
界
小
学
校

吉
永　
吉
永　

瑞瑞み
ず
き

み
ず
き喜喜

く
ん
く
ん
（
荒
木
）

（
荒
木
）

喜
界
小
学
校

喜
界
小
学
校

竹
下　
竹
下　

路路み
ち
る

み
ち
る琉琉

く
ん
く
ん
（
赤
連
）

（
赤
連
）

　4月上旬、島内の各幼稚園・小学校・
中学校・高校で入園・入学式が挙行さ
れました。 今春、新しいスタートを切っ
た子どもたちと保護者の皆さま、ご入
園、ご入学おめでとうございます。
 　今回、新１年生になった児童の保護
者の皆さまに子供達への「メッセージ」
を寄せていただきました。

※幼稚園の入園児は年少のみの人数

新入園・入学　園児・児童・生徒数
（平成28年 4月7日調べ、単位：人）

学　校　名
入園・学
園児･児童･生徒

担　任
全園児
児童生
徒数

あゆみ幼稚園
うさぎ組 17 政元  保那美

83きりん組 17 揃江　由美
計 34

のぞみ幼稚園 3 村上　寛恵 12
幼稚園計 37 95

喜界小学校
い組 19 結城　綾子

296ろ組 19 竹下　美緒
計 38

早町小学校 10 東郷  かおり 82

小 学 校 計 48 378

喜界中学校
１組 28 戸田　克潮

192２組 28 脇　加奈子
計 56

喜界高等学校
普通科 38 中迫　友希

188商業科 30 川　貞治
計 68

♡

喜
界
小
学
校

喜
界
小
学
校

川
口　
川
口　

桃桃も
も
ね

も
も
ね音音

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん
（
中
里
）

（
中
里
）

66



喜
界
小
学
校

喜
界
小
学
校

井
上　

ひ
な
た

井
上　

ひ
な
た
ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん
（
湾
）

（
湾
）

早
町
小
学
校

早
町
小
学
校

松
山　
松
山　

愛愛あ
い
あ
い

ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん
（
嘉
鈍
）

（
嘉
鈍
）

早
町
小
学
校

早
町
小
学
校

三
島　
三
島　

好好こ
う
せ
い

こ
う
せ
い誠誠

く
ん
く
ん
（
小
野
津
）

（
小
野
津
）

喜
界
小
学
校

喜
界
小
学
校

若
松　
若
松　

暖暖だ
ん
だ
ん

く
ん
く
ん
（
湾
）

（
湾
）

喜
界
小
学
校

喜
界
小
学
校

實　實　

美美み

う

み

う羽羽
ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん
（
中
間
）

（
中
間
）

早
町
小
学
校

早
町
小
学
校

森
田　
森
田　

瀬瀬せ

り

な

せ

り

な
里
南
里
南
ち
ゃ
ん

ち
ゃ
ん（
塩
道
）

（
塩
道
）
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乾　大介乾　大介（（保健福祉課保健福祉課））  義岡　延樹義岡　延樹（（あゆみ幼稚園あゆみ幼稚園））

榮　岳海榮　岳海（（農業振興課農業振興課））操　直美操　直美（　　　　　　　）（　　　　　　　）保健福祉課保健福祉課
児童発達支援事業所児童発達支援事業所

安武　憲文安武　憲文（ 　　　　　　）（ 　　　　　　）生涯学習課生涯学習課
埋蔵文化財センター埋蔵文化財センター辞令交付式の様子（4月1日）辞令交付式の様子（4月1日）

8



生
活
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い
。
身
体
を
大
切

に
し
な
が
ら
た
く
さ
ん
の
素
敵
な
思
い
出

を
作
り
、『
ふ
る
さ
と
と
自
ら
に
誇
り
を
も

つ
教
育
』
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。」
と
あ

い
さ
つ
。
川
島
健
勇
町
長
は
、「『
人
づ
く
り
』

が
大
切
で
あ
る
。
喜
界
島
の
こ
と
を
よ
く

知
り
、
好
き
に
な
っ
て
ほ
し
い
。
地
球
を
感

じ
る
こ
と
の
で
き
る
喜
界
島
で
人
間
の
根

幹
を
太
ら
せ
て
ほ
し
い
。」
と
歓
迎
の
言
葉

を
述
べ
ま
し
た
。

　

転
入
・
新
任
教
職
員
を
代
表
し
、
盛
初

弘
校
長
（
喜
界
高
）
は
、「
子
ど
も
た
ち
が

愛
す
る
喜
界
島
へ
帰
っ
て
き
た
い
と
思
え
る

よ
う
な
教
育
を
行
い
た
い
。
明
日
の
喜
界

島
を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
た
め
に
、

各
校
連
携
を
深
め
な
が
ら
一
致
団
結
し
て

取
り
組
み
た
い
。」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
式
後
の
懇
親
会
で
は
、
喜
界
高

校
3
年
の
唄
者
・
界
眞
子
さ
ん
が
、「
朝
花

節
」
な
ど
の
歓
迎
の
島
唄
を
披
露
。
喜
界

町
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
の
方
々
は
、
島
の
特

産
品
を
使
っ
た
料
理
【
春
雨
シ
ー
ム
ン
、
ウ

ム
デ
ン
ガ
ク
、
ム
チ
グ
ミ
テ
ン
プ
ラ
、
サ
ク【「よろこびと」も登場】

ナ
の
天
ぷ
ら
、

マ
ン
ソ
ー
の
漬

け
物
な
ど
】
を

振
舞
い
、
転
入

教
職
員
を
歓
迎

し
ま
し
た
。
喜

界
町
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
「
よ
ろ
こ

び
と
」
も
登
場

【懇親会参加者全員で六調を踊る】

し
、
転
入
職
員

に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
し
な
が
ら
終

始
、
和
や
か
な

雰
囲
気
で
懇
親

会
は
進
み
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
最

後
は
島
唄
・
三

味
線
・
太
鼓
で

会
場
を
盛
り
上
げ
る
中
、
参
加
者
全
員
で
、

「
島
の
ブ
ル
ー
ス
」「
六
調
」
を
踊
っ
て
会
を

締
め
く
く
り
ま
し
た
。

「
豊
か
な
心
を
育
て
る
読
書
大
賞
」
表
彰
式

　

本
年
度
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
は
48

名
で
す
。
そ
の
児
童
一
人
一
人
に
様
々
な
団

体
か
ら
記
念
品
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
鉛
筆
一
ダ
ー
ス　

　

喜
界
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
よ
り

○
定
規　
　
　
　
　
　
　

　

ト
ラ
ッ
ク
協
会
よ
り

○
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー　

　

沖
縄
喜
界
郷
友
会
よ
り

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
大
事
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
成
長
す
る
に

は
、
学
校
、
保
護
者
、
地
域
の
連
携
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
今
後
も
子
ど
も
た
ち
一
人

一
人
が
ふ
る
さ
と
と
自
ら
に
誇
り
を
も
ち
、

や
る
気
に
満
ち
た
毎
日
を
過
ご
せ
る
よ
う
、

大
人
が
温
か
い
声
か
け
を
し
な
が
ら
見

守
っ
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

平
成
28
年
度
公
民
館
講
座
合
同
開
講
式

　

４
月
24
日
（
日
）
中
央
公
民
館
旧
館
ホ
ー

ル
に
お
い
て
公
民
館
講
座
合
同
開
講
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

積
山
泰
夫
教
育
長
、
嶺
義
久
副
町
長
、

青
山
春
男
町
議
会
副
議
長
の
挨
拶
に
続
き
、

今
年
度
の
受
講
生
を
代
表
し
て
、
喜
界
高

校
２
年
の
岡
本
二
千
翔
さ
ん
は
、「
昨
年
参

加
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
自
分
の
英
語
に
対
す

る
無
力
さ
を
知
っ
た
。
夢
に
向
け
て
必
要

な
英
語
能
力
を
高
め
る
た
め
に
英
会
話
教

室
で
一
つ
で
も
多
く
の
知
識
を
得
た
い
。」

と
抱
負
を
の
べ
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
今
年
度
新
設
さ

れ
た
琉
球
舞
踊
教
室
の
時
本
ひ
と
み
さ
ん

に
よ
る
華
麗
な
琉
球
舞
踊
「
鳩
間
節
」
が

抱負を述べる岡本二千翔さん

　

今
年
度
は
公
民
館
講
座
33
講
座
（
新
設

５
講
座
を
含
む
。）、
地
域
講
座
11
講
座
、

約
６
０
０
名
が
自
分
の
生
き
が
い
を
求
め

て
学
ん
で
い
き
ま
す
。
講
座
に
よ
っ
て
は

ま
だ
余
裕
の
あ
る
講
座
も
あ
り
ま
す
の
で
、

中
央
公
民
館
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
６
５
―
０
２
２
９

　

本
年
度
、
喜
界
小
・
早
町
小
・
喜
界
中

の
三
小
中
学
校
と
喜
界
高
等
学
校
及
び
あ

ゆ
み
幼
稚
園
等
に
赴
任
し
た
教
職
員
（
31

名
）
を
対
象
に
、「
転
入
・
新
任
教
職
員
受

入
式
」
が
役
場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ホ
ー
ル
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

喜
界
中
に
赴
任
し
た
松
永
崇
利
教
諭
が

宣
誓
。
積
山
教
育
長
は
、「
喜
界
島
は
豊

か
な
自
然
と
歴
史
や
伝
統
文
化
に
恵
ま
れ
、

島
出
身
の
学
者
や
芸
術
家
、
各
界
の
リ
ー

ダ
ー
な
ど
も
多
い
。
島
を
知
り
、
島
で
の

披
露
さ
れ
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

「鳩間節」を披露する時本ひとみさん
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T
o
p
i
c
s　

i n　

K
I
K
A
I
J
I
M
A

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
線
を
利
用
し
た

情
報
通
信
事
業
を
展
開
す
る
㈱
南

西
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
（
本
社
・
奄
美

市
、
南
郷
辰
洋
社
長
）
と
喜
界
町
は
４
月

５
日
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
（
現
地
事

務
所
）
開
設
の
た
め
の
調
印
式
を
役
場
町

長
室
で
行
っ
た
。

　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
開
設
は
、
今
年

2
月
か
ら
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
た
高
速

光
通
信
網
を
活
用
し
つ
つ
学
校
跡
地
（
旧

志
戸
桶
小
学
校
の
一
部
）
の
有
効
活
用
も

視
野
に
入
れ
な
が
ら
新
た
な
産
業
の
創
出

を
模
索
し
て
い
た
町
側
か
ら
の
働
き
か
け

で
実
現
し
た
。

　

調
印
式
後
に
は
、
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ

ス
に
場
所
を
移
し
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。
南
郷
社
長
は｢

現
在
、

喜
界
町
は
13
名
が
在
宅
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と

し
て
登
録
し
て
い
る
が
、
今
後
、
40
名
〜

50
名
程
度
ま
で
増
や
し
て
い
き
た
い
。
喜

界
町
の
地
域
活
性
化
の
一
翼
を
担
い
な
が

ら
一
緒
に
な
っ
て
発
展
し
て
い
き
た
い｣

と
述
べ
た
。
ま
た
、
川
島
健
勇
町
長
は
、

誘
致
企
業
が
旧
志
戸
桶
小
学
校
に

　
　
　
　

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
開
設

長
ら
く
喜
界
町
消
防
団
の
団
長
を
務

め
た
勇
一
敏
さ
ん
（
荒
木
）
が
３

月
31
日
、
同
職
を
勇
退
し
た
。

　

勇
さ
ん
は
、
昭
和
58
年
に
消
防
団
に
入

団
し
、
平
成
14
年
に
消
防
団
副
団
長
、
同

19
年
か
ら
消
防
団
長
を
務
め
、
町
民
の
安

心
・
安
全
の
た
め
尽
く
し
た
。

　

勇
さ
ん
は
「
消
防
分
署
と
消
防
団
は
車

の
両
輪
の
ご
と
く
連
携
し
て
機
能
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
中
で
、
歴
代
分
署

長
や
副
団
長
・
分
団
長
に
恵
ま
れ
、
団
長

と
し
て
の
職
責
を
全
う
で
き
た
。
ま
た
、

最
後
と
な
っ
た
今
年
の
消
防
出
初
め
式
を

全
団
員
数
の
95
％
以
上
の
出
席
者
数
の
も

と
実
施
で
き
た
こ
と
は
、
喜
界
町
消
防
団

の
高
い
意
識
の
賜
物
で
あ
り
、
感
慨
深
い

も
の
が
あ
っ
た
」
と
現
職
中
に
思
い
を
馳

せ
な
が
ら
語
っ
て
く
れ
た
。

喜
界
町
消
防
団

　
　
　

勇　
一 

敏　

団
長
勇
退

町長から辞令を受ける勇団長

　

｢

在
宅
で
で
き
る
仕
事
な
の
で
、
か
つ

て
各
家
庭
で
行
わ
れ
て
い
た
大
島
紬
の
織

工
の
よ
う
に
子
育
て
を
し
な
が
ら
取
り
組

め
る
。
家
事
・
育
児
を
し
な
が
ら
働
け
る

の
は
現
代
の
少
子
化
の
時
代
に
も
合
っ
て

お
り
、
Ｕ
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
定
住
促
進
に
も

資
す
る
か
も
し
れ
な
い
。
町
と
し
て
も
後

押
し
し
て
い
き
た
い｣

と
期
待
を
込
め
た
。

　

同
社
は
、
主
に
デ
ー
タ
入
力
を
代
行
し

て
行
う
情
報
通
信
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
て
お

り
、
現
在
、
約
７
５
０
名
が
デ
ー
タ
入
力

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
登
録
し
て
い
る
。

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
は
所
定
の
研
修
を
受
け
た

後
、
自
宅
に
て
パ
ソ
コ
ン
端
末
を
利
用
し

て
仕
事
を
行
う
こ
と
に
な
る
。

積
山
消
防
副
士
長
・
玉
岡
消
防
士
ペ

ア
が
大
島
地
区
競
技
会
で
優
勝
！

真剣な様子で繰返し行われる訓練

大
島
地
区
消
防
組
合
管
内
消
防
救
助

技
術
訓
練
競
技
会
が
４
月
15
日
、
奄

美
市
の
大
島
地
区
消
防
組
合
本
部
で
行
わ

れ
、
喜
界
消
防
分
署
か
ら
出
場
し
た
積
山

寿
久
副
士
長・玉
岡
悟
消
防
士
の
ペ
ア
が【
ほ

ふ
く
救
出
】
部
門
で
見
事
優
勝
し
た
。
喜

界
分
署
か
ら
優
勝
は
こ
こ
15
年
以
上
出
て

お
ら
ず
、
久
々
の
快
挙
と
な
っ
た
。
積
山
副

士
長
は
「
喜
界
消
防
分
署
の
選
考
会
で
競
っ

た
３
チ
ー
ム
は
、
ど
の
チ
ー
ム
が
出
て
も
優
勝

で
き
る
力
を
持
っ
て
い
た
。
全
国
大
会
に
臨

め
る
こ
と
に
な
れ
ば
他
の
メ
ン
バ
ー
の
分
ま
で

背
負
って
頑
張
り
た
い
」
と
力
強
く
語
っ
た
。

　

な
お
、
熊
本
地
震
の
影
響
で
今
年
の
県

大
会
及
び
九
州
大
会
は
中
止
と
な
り
、
全

国
大
会
への
キ
ッ
プ
は
抽
選
に
て
決
定
す
る
。

立地協定調印後、笑顔で握手
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豪
華
旅
客
船
・
ぱ
し
ふ
ぃっ
く
び
い
な
す

　
　
　
　
　

喜
界
島
に
2
度
目
の
寄
港
！島バナナの房をまるごと贈呈

待
ち
に
待
っ
た
海
開
き
（
喜
界
島
観
光

物
産
協
会
主
催
）
が
４
月
24
日
、
ス

ギ
ラ
ビ
ー
チ
で
開
催
さ
れ
た
。

　

神
事
で
は
関
係
者
が
遊
泳
の
安
全
を
祈

願
し
、
喜
界
消
防
分
署
隊
員
が
心
肺
蘇
生

法
な
ど
の
指
導
を
行
っ
た
。
お
楽
し
み
イ
ベ

ン
ト
で
は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
方
式
で
お

菓
子
を
ゲ
ッ
ト
す
る
コ
ー
ナ
ー
や
「
よ
ろ
こ

び
通
り
会
」
の
出
店
屋
台
に
子
供
た
ち
が

長
蛇
の
列
を
な
し
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
や
ス
タ

ン
ド
ア
ッ
プ
パ
ド
ル
（
Ｓ
Ｕ
Ｐ
）
体
験
で
は
、

う
ま
く
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
楽
し
む
家

族
連
れ
な
ど
の
姿
が
多
く
み
ら
れ
た
。
ま

た
、
今
回
は
ス
テ
ー
ジ
前
広
場
で
「
き
か
い

１
０
０
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
主
催
の
小
学
生

キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
大
会
も
行
わ
れ
、
子
ど
も
達

の
懸
命
な
掛
け
声
や
保
護
者
ら
か
ら
も
歓

声
が
あ
が
り
、
会
場
内
は
に
ぎ
や
か
で
楽

し
げ
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
た
。

前
期
６
万
３
千
㌧
台
の
不
作
か
ら
今

期
７
万
３
千
㌧
台
ま
で
回
復

待
ち
に
待
っ
た
夏
が

    

や
っ
て
く
る
！ 

〜
海
開
き
〜

海開きを楽しむ家族連れや子供たち

来期の更なる増産を願って終了式が行われた

平
成
27
〜
28
年
期
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
搬
入

終
了
式
が
３
月
28
日
、
生
和
糖
業

株
式
会
社（
金
子
勇
人
社
長
）で
行
わ
れ
た
。

　

今
期
は
、
12
月
15
日
に
搬
入
を
開
始
し

て
３
月
28
日
に
搬
入
を
終
了
し
た
。
今
期

の
当
初
見
込
は
、
８
３
，
０
０
０
㌧
だ
っ
た

が
、一
昨
年
の
夏
場
の
台
風
の
影
響
な
ど
も

あ
り
、
最
終
的
な
搬
入
量
は
７
３
，
８
２
２

㌧
と
な
っ
た
。

　

今
期
の
状
況
に
つい
て
役
場
農
業
振
興
課

糖
業
担
当
は
「
前
期
は
台
風
の
影
響
を
も

ろ
に
受
け
て
６
３
，
０
０
０
㌧
代
の
不
作
だ
っ

た
が
、
今
期
は
台
風
の
影
響
も
わ
ず
か
で

７
３
，
０
０
０
㌧
台
ま
で
回
復
し
た
。
た
だ

し
、
今
回
は
８
万
㌧
越
え
の
当
初
見
込
み

だ
っ
た
だ
け
に
残
念
。
来
期
の
豊
作
に
期
待

し
た
い
」
と
語
っ
た
。

日
本
ク
ル
ー
ズ
客
船
㈱
の
旅
客
船
・

ぱ
し
ふ
ぃ
っ
く
び
い
な
す
（
約

2
万
7
千
㌧
）
が
４
月
13
日
、
湾
港
に
寄

港
し
た
。
昨
年
に
引
き
続
き
2
度
目
の
寄

港
で
、
一
昨
年
は
天
候
不
良
の
た
め
接
岸

で
き
ず
、
昨
年
は
何
と
か
接
岸
で
き
た
も

の
の
、
あ
い
に
く
の
悪
天
候
で
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
変
更
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
今
回

も
当
日
の
天
気
予
報
は
午
後
か
ら
崩
れ
る

見
込
み
と
な
っ
て
い
た
が
天
候
は
最
後
ま

で
何
と
か
も
ち
、
全
て
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
て
豪
華
旅
客
船
の
寄
港
を
も
て
な

す
こ
と
が
で
き
た
。

　

接
岸
後
の
歓
迎
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
川

島
健
勇
町
長
が
「
み
な
さ
ん
は
と
て
も
運

が
い
い
で
す
。
喜
界
島
は
な
か
な
か
来
る

こ
と
が
で
き
な
い
島
で
す
。
精
一
杯
歓
迎

さ
せ
て
い
た
だ
く
の
で
楽
し
ん
で
い
っ
て

出港セレモニーでのフラダンス

く
だ
さ
い
」
と
歓
迎
し
、
船
長
ら
は
贈
呈

者
か
ら
花
束
や
島
バ
ナ
ナ
を
大
き
な
房
ご

と
受
け
取
っ
た
。

　

湾
港
敷
地
内
で
は
島
内
事
業
者
が
多
数

出
店
し
て
お
り
、
乗
客
が
島
の
商
品
の
説

明
を
受
け
た
り
、
買
い
求
め
た
り
す
る
姿

が
多
く
見
ら
れ
た
。
演
芸
イ
ベ
ン
ト
も
フ

ラ
ダ
ン
ス
を
は
じ
め
島
唄
な
ど
盛
り
沢
山

の
内
容
で
乗
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い

た
。
ま
た
、
会
場
内
に
ヤ
ギ
の
特
設
コ
ー

ナ
ー
も
設
け
ら
れ
、
餌
や
り
を
楽
し
む
乗

客
の
姿
も
見
ら
れ
た
。

　

出
港
の
際
に
は
多
く
の
人
達
が
「
こ
れ

ぞ
島
っ
ち
ゅ
」
と
ば
か
り
に
気
持
ち
の
こ

も
っ
た
六
調
を
踊
り
な
が
ら
、
船
が
見
え

な
く
な
る
ま
で
見
送
っ
て
い
た
。
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第
２
回
東
経
１
３
０
度
喜
界
島
マ
ラ

ソ
ン
（
喜
界
島
マ
ラ
ソ
ン
実
行
委

員
会
主
催
・
ま
ち
づ
く
り
Ｎ
Ｐ
Ｏ
愛
媛
・

イ
ケ
メ
ン
連
（
東
京
都
）
共
催
）
が
４
月

17
日
、
役
場
駐
車
場
を
発
着
点
と
し
て
行

わ
れ
た
。

　

ラ
ン
ナ
ー
は
北
は
栃
木
県
か
ら
南
は
沖

縄
県
ま
で
の
全
国
各
地
か
ら
59
人
、
島
内

か
ら
37
人
が
参
加
。
ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ス
タ
ッ
フ
も
島
外
か
ら
9
名
、
島
内
か

島
外
か
ら
約
70
名
の
ラ
ン
ナ
ー
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
参
加
し
開
催
！

大人顔負けの白熱した取組

ら
１
２
４
名
が
参
加
し
、
そ
の
中
に
は
喜

界
高
校
の
生
徒
た
ち
29
人
も
加
わ
っ
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
当
日
は
早
朝
に
強
い
雨
が
降

り
開
催
が
心
配
さ
れ
た
が
、
ス
タ
ー
ト
の

午
前
8
時
に
は
雨
も
上
が
り
、
川
島
健
勇

町
長
の
号
砲
で
ラ
ン
ナ
ー
た
ち
は
役
場
前

を
一
斉
に
飛
び
出
し
て
い
っ
た
。

　

レ
ー
ス
が
進
む
に
つ
れ
太
陽
も
顔
を
の

ぞ
か
せ
る
好
天
と
な
る
中
、
沿
道
に
は
多

く
の
町
民
が
出
て
、
手
作
り
の
旗
を
手
に

声
援
を
送
る
人
や
自
宅
の
ホ
ー
ス
で
ラ
ン

ナ
ー
に
放
水
す
る
人
、
私
設
エ
イ
ド
（
給

水
所
）
で
ラ
ン
ナ
ー
へ
の
振
舞
を
す
る
人

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
思
い
の
形
で
声
援

を
送
っ
て
い
た
。

　

ゴ
ー
ル
地
点
で
は
、
喜
界
島
産
ト
マ
ト

を
使
っ
た
カ
レ
ー
や
伝
統
料
理
の
「
春
雨

し
ぃ
ー
む
ん
」
も
販
売
さ
れ
、
ラ
ン
ナ
ー 手作りの旗で応援「ちばりよ～」【提供写真】

思い思いの出立ちで役場前を飛び出していく選手たち【提供写真】

ち
び
っ
こ
力
士
の
取
り
組
み
に
声
援
！

第
19
回
喜
界
町
わ
ん
ぱ
く
相
撲
大
会

（
町
相
撲
連
盟
主
催
）
が
４
月
10

日
、
志
戸
桶
相
撲
場
で
開
催
さ
れ
た
。

　

同
大
会
に
は
、
各
集
落
か
ら
選
ば
れ

た
精
鋭
（
団
体
戦
12
チ
ー
ム
・
個
人
戦

１
０
５
人
）
が
出
場
し
、
ち
び
っ
子
力
士

の
白
熱
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り

▼
個
人
優
勝 

未
就
学 

西
珊さ
ん
じ朱
（
小
野
津
）

小
１ 

澄
江
遼り
ょ
う
た
ろ
う

太
郎
（
湾
）
小
２ 

宮
城

羽ね

ね姫
（
中
里
）
小
３ 

岩
崎
康こ
う
せ
い生
（
荒
木
）

小
４ 

勇
智と
も
か
ず一
（
荒
木
）
小
５ 

辻
崎
大た
い
せ
い成

（
赤
連
）
小
６ 

勇
美み
す
ず玲
（
荒
木
）
▼
団
体

優
勝 

荒
木
Ａ 

先
鋒
・
勇
智と
も
か
ず一 

中
堅
・
岡

本
翼つ
ば
さ 

大
将
・
勇
美み
す
ず玲
▼
殊
勲
賞 

大
喜

潤じ
ゅ
ん
な奈
（
志
佐
）
敢
闘
賞 

盛
澤
信し
ん
ぺ
い平
（
湾
）

技
能
賞 

三
幸
大た
い
し
ょ
う
将
（
中
里
）【
敬
称
略
】

た
ち
は
舌
鼓
を
打
っ
て
い
た
。
ま
た
、
表

彰
式
で
は
島
内
外
企
業
等
か
ら
の
協
賛
品

に
よ
り
多
様
な
副
賞
が
用
意
さ
れ
、
大
会

に
花
を
添
え
て
い
た
。

　

優
勝
し
た
古
田
茂
さ
ん
は
「
あ
ま
り
に

気
持
ち
良
く
て
つ
い
つ
い
頑
張
っ
て
走
っ

て
い
ま
し
た
。
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
大
会

を
走
り
ま
し
た
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス

タ
ッ
フ
の
温
か
さ
、
コ
ー
ス
の
す
ば
ら
し

さ
、
尽
き
な
い
沿
道
の
応
援
、
ベ
ス
ト
の

大
会
で
す
。
ま
た
、
ぜ
ひ
参
加
し
た
い
で

す
」
と
話
し
て
く
れ
た
。

　

３
位
ま
で
の
結
果
は
次
の
と
お
り

①
古
田
茂
さ
ん　

2
時
間
53
分
44
秒
（
神

奈
川
県
）
②
矢
田
友
幸
さ
ん
（
赤
連
）
③

川
畑
格
さ
ん
（
奄
美
市
）

表彰台にて「とったど～」【提供写真】
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「
よ
ろ
こ
び
通
り
会
」

　
　
　
　
　

創
立
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー

旭
日
単
光
章
が
故
作
井
久
吉
さ
ん
に
授

与
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
４
月
14
日
、

作
井
さ
ん
宅
で
家
族
に
伝
達
が
行
わ
れ
た
。

　

作
井
さ
ん
は
、
平
成
４
年
11
月
に
地
域

住
民
か
ら
推
さ
れ
て
、
喜
界
町
議
会
議
員

に
初
当
選
。
３
期
12
年
間
の
長
き
に
わ
た

り
町
政
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
た
。
ま
た
、

町
議
会
民
生
福
祉
常
任
委
員
会
委
員
長
な

ど
を
務
め
、
崇
高
な
理
念
と
識
見
を
も
って

町
政
の
政
策
形
成
に
参
画
。
特
に
生
活
環

境
問
題
に
取
り
組
み
、
町
の
公
衆
衛
生
対

策
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。

　

才
子
夫
人
は
「
こ
の
よ
う
な
賞
を
い
た
だ

け
た
の
は
町
民
の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。
町

民
の
皆
様
の
お
役
に
立
て
る
こ
と
を
喜
び
に

感
じ
て
い
た
人
で
す
の
で
、
受
章
を
喜
ん
で

く
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
」
と
故
人
を
し
の

ん
だ
。

近
井
修
さ
ん
が

　
　
　

県
農
業
功
労
者
表
彰
受
賞　

故
作
井
久
吉
氏
が

　
　
　
　
　

旭
日
単
光
章
を
授
章

町長らと一緒に記念撮影をする才子さん（前列中央）

原島喜界事務所長（左、当時）と近井さん（中央）

鹿
児
島
県
農
業
功
労
者
表
彰
を
近
井

修
さ
ん
（
志
南
）
が
授
与
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
３
月
24
日
、
大
島
支
庁
喜
界

事
務
所
で
表
彰
状
授
与
式
が
行
わ
れ
た
。

　

近
井
さ
ん
は
、
平
成
８
年
に
喜
界
町
土

地
改
良
区
初
代
理
事
長
に
就
任
、
平
成
20

年
に
勇
退
さ
れ
る
ま
で
12
年
間
の
長
き
に

わ
た
り
土
地
改
良
施
設
（
地
下
ダ
ム
等
）

の
維
持
管
理
に
よ
る
安
定
し
た
水
管
理
に

努
め
土
地
改
良
区
の
健
全
な
運
営
と
島
の

農
業
発
展
に
尽
力
し
た
。

　

近
井
さ
ん
は
「
受
彰
は
畑
か
ん
営
農
担

い
手
の
農
家
や
整
備
に
尽
力
し
た
行
政
等

関
係
者
の
功
績
が
大
き
く
、
私
が
い
た
だ

く
こ
と
は
大
変
恐
縮
。
こ
れ
ま
で
土
地
改

良
事
業
に
携
わ
っ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
の
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
」と
感
慨
深
げ
だ
っ
た
。

よ
ろ
こ
び
通
り
会
（
榮
優
太
会
長
）

の
創
立
記
念
セ
レ
モ
ニ
ー
が
３
月

27
日
、「
よ
ろ
こ
び
通
り
」
で
開
催
さ
れ

た
。セ
レ
モ
ニ
ー
の
冒
頭
で
榮
会
長
は「
島

の
活
性
化
の
た
め
に
観
光
客
の
呼
び
込
み

や
島
外
の
人
が
移
住
し
た
く
な
る
よ
う
な

取
組
み
を
島
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ご
指
導
・
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。
ま
た
、
セ
レ
モ
ニ
ー
の
他
に

も
県
内
在
住
タ
レ
ン
ト
竹
之
内
雄
太
さ
ん

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
民
謡
日
本
一
に
輝
い

た
徳
之
島
出
身
の
澤
愛
香
さ
ん
に
よ
る
島

唄
、
油
ぞ
う
め
ん
早
食
い
大
会
な
ど
盛
り

だ
く
さ
ん
の
内
容
に
、
会
場
に
集
ま
っ
た

多
く
の
町
民
た
ち
は
楽
し
み
な
が
ら
よ
ろ

こ
び
通
り
会
の
創
立
を
祝
っ
た
。

新
規
採
用
職

員
や
新
た

に
喜
界
町
へ
赴

任
し
た
県
職
員

ら
を
対
象
に
し

た
島
内
観
光
バ

ス
ツ
ア
ー
が
こ

の
ほ
ど
、
役
場

企
画
観
光
課
に

よ
り
開
催
さ
れ

た
。
参
加
し
た

の
は
、
役
場
や

大
島
支
庁
喜

界
事
務
所
、
各

小
・
中
・
高
校

の
職
員
ら
約
30

新
採
・
新
入
職
員
対
象

　
　
　

喜
界
島
観
光
バ
ス
ツ
ア
ー

名
で
、
酒
造
会
社
の
工
場
見
学
を
皮
切
り

に
阿
伝
集
落
の
石
垣
群
や
サ
ト
ウ
キ
ビ
の一本

道
、
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
、
地
下
ダ
ム
な
ど

の
ル
ー
ト
を
巡
っ
た
。
ゴ
ー
ル
の
役
場
で
は
「
よ

ろ
こ
び
と
」
も
登
場
し
、
フ
ィ
ナ
ー
レ
は
参
加

者
全
員
で
よ
ろ
こ
び
と
と
六
調
で
締
め
く
く
っ

た
。

　

参
加
者
し
た
池
田
愛
香
さ
ん
（
喜
界
中
教

諭
）
は
「
学
校
が
ス
タ
ー
ト
し
て
慌
た
だ
し
い

日
々
を
過
ご
し
て
い
た
が
、
美
し
い
風
景
を
眺

め
、
よ
ろ
こ
び
と
と
触
れ
合
い
リ
ラ
ッ
ク
ス
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
島
の
歴
史
や
文
化
を
さ

ら
に
知
り
た
く
なっ
た
」
と
笑
顔
を
見
せ
た
。

関係者らによるテープカット

最後は「よろこびと」も一緒に記念撮影

※
よ
ろ
こ
び
通
り
・
・ 

空
港
前
か
ら
回
転
寿
司「
大
吉
」

ま
で
の
通
り
及
び
そ
の
周
辺
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喫
煙
は
、
が
ん
を
は
じ
め
脳
血

管
疾
患
（
喜
界
町
の
寝
た
き
り
原

因
の
第
1
位
）、
虚
血
性
心
疾
患

（
心
筋
梗
塞
・
狭
心
症
な
ど
）
の

発
症
に
大
き
く
関
わ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
慢
性
閉
塞
性
肺
疾
患

（
C
O
P
D
：
別
名
た
ば
こ
病
、

喜
界
町
は
全
国
に
比
べ
約
2
倍
の

死
亡
率
）
や
骨
粗
鬆
症
、
十
二
指

腸
潰
瘍
、
歯
周
病
な
ど
様
々
な
病

気
に
関
連
し
て
い
ま
す
。

　

た
ば
こ
の
健
康
に
対
す
る
リ
ス

ク
は
、
吸
っ
た
本
数
と
期
間
に
大

き
く
関
係
し
て
い
ま
す
の
で
、
禁

煙
に
「
今
さ
ら
」
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

先
ず
は
、31
日
（
世
界
禁
煙
デ
ー
）

に
1
日
禁
煙
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

禁
煙
の
3
原
則

「
3
時
間
・
3
日
・
30
日
」

　

禁
煙
を
す
る
時
に
、
本
数
を
減

ら
し
て
い
く
と
い
う
の
は
ツ
ラ
イ

　

乳
が
ん
の
予
防
は
、
生
活
習
慣

の
改
善
（
食
事
と
運
動
、
節
酒
・

禁
煙
）
と
自
己
検
診
で
す
。
月
に

一
度
は
自
己
検
診
を
行
い
、
2
年

に
一
度
は
検
診
を
受
け
ま
し
ょ

う
。

　

40
歳
未
満
で
、
家
族
に
乳
が
ん

に
な
っ
た
人
が
い
る
・
女
性
ホ
ル

モ
ン
の
投
与
を
し
て
い
た
等
気
に

な
る
人
は
、
医
療
機
関
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
自
覚
症
状

な
ど
気
に
な
る
症
状
が
あ
れ
ば
医

療
機
関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

自
己
検
診
（
月
1
回
）

閉
経
前
･
･
月
経
開
始
5
日
目

〜
1
週
間
の
間
に　

閉
経
後
･
･
覚
え
や
す
い
日
に

　

自
己
検
診
方
法
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
、
検
診
時
に
お
配
り
し
ま

す
。
ま
た
、
保
健
福
祉
課　

健
康

増
進
係
に
も
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
必
要
な
方
は
声
を
掛
け
て
下

さ
い
。

骨
粗
鬆
検
査
：
全
額
自
己
負
担

（
8
4
3
円
）

　

骨
折
は
生
活
の
質
を
下
げ
、
死

亡
リ
ス
ク
を
上
昇
さ
せ
ま
す
。

禁
煙
に
な
る
こ
と
が
多
い
で
す
。

禁
煙
は
「
ス
パ
ッ
と
０
本
」
に
し

ま
し
ょ
う
。　

　
　

　

ま
た
、
3
時
間
我
慢
が
出
来
る

よ
う
な
ら
ば
、
次
は
3
日
に
挑
戦

し
ま
し
ょ
う
。
禁
断
症
状
は
、
3

日
で
ほ
ぼ
峠
を
越
え
弱
ま
っ
て
き

ま
す
。

　

3
日
を
越
え
、
30
日
禁
煙
す
る

こ
と
が
出
来
た
ら
「
禁
煙
成
功
」

で
す
‼

禁
煙
方
法
や
禁
煙
の
ご
相
談

健
康
増
進
係
（
☎
65
ー
3
5
2
2
）

禁
煙
挑
戦
者
を
応
援

　

喫
煙
者
は
本
当
は
「
た
ば
こ
を

や
め
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
り
、

何
度
も
禁
煙
に
挑
戦
し
て
い
る
人

が
多
い
で
す
。

　

周
り
の
人
は「
ど
う
せ
」「
ま
た
」

な
ど
と
思
わ
ず
、
見
守
り
、
応
援

し
ま
し
ょ
う
。

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診

6
月
10
日
（
金
）
〜
15
日
（
水
）

　

今
年
度
よ
り
、
子
宮
が
ん
・
乳

が
ん
検
診
を
毎
年
度
行
い
ま
す
。

子
宮
が
ん
検
診
対
象
：
20
歳
以
上

乳
が
ん
検
診
対
象
：
40
歳
以
上

＊ 

乳
が
ん
検
診
は
毎
年
あ
り
ま
す

が
、
受
け
る
の
は
2
年
に
1
度

で
す
。

　

子
宮
が
ん
検
診
は
、
子
宮
頸
が

ん
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

が
ん
＝
高
齢
の
病
気
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
子
宮
頸
が
ん
の
発
症
の

ピ
ー
ク
は
30
代
。
一
度
で
も
性
体

験
が
あ
れ
ば
、
誰
で
も
が
ん
に
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

が
ん
に
な
る
前
に
発
見
、
そ
れ

が
最
善
の
予
防
策
で
す
。

 　

乳
が
ん
は
、
女
性
が
か
か
る
が

ん
の
第
1
位
で
す
。

　

30
代
後
半
か
ら
急
増
し
、
50
代

前
後
を
中
心
に
最
も
多
く
か
か
り

ま
す
。
し
か
し
、
乳
が
ん
の
検
診

受
診
率
も
低
い
状
況
で
す
。

　

　

骨
量
は
20
〜
45
歳
の
間
に
ピ
ー

ク
に
達
し
、
加
齢
に
伴
い
低
下
し

て
い
き
ま
す
。

　　

50
歳
代
か
ら
リ
ス
ク
は
高
ま
り

ま
す
が
、
昨
今
「
や
せ
」
の
若
年

女
性
に
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

骨
粗
鬆
症
の
予
防
は
、
体
重
管
理

（
B
M
I
は
22
が
理
想
）
と
カ
ル

シ
ウ
ム
・
ビ
タ
ミ
ン
D
の
摂
取
、

そ
し
て
運
動
で
す
。

　

早
め
の
検
査
と
、
予
防
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

＊
B
M
I
＝
体
重（
㎏
）÷

　
　
　
　
　

身
長（
m
）×
身
長（
ｍ
）

　

予
防
接
種
や
乳
幼
児
健
診
は
、

各
市
町
村
に
よ
っ
て
、
実
施
内
容

が
異
な
り
、
予
防
接
種
履
歴
や
乳

幼
児
健
診
等
に
つ
い
て
の
情
報
が

必
要
で
す
。
喜
界
町
へ
転
入
の
方

は
、
保
健
福
祉
課　

健
康
増
進
係

へ
母
子
手
帳
を
持
っ
て
い
ら
し
て

く
だ
さ
い
。

　

転
出
の
方
も
、
こ
ち
ら
か
ら
転

出
先
へ
必
要
な
情
報
提
供
も
可
能

で
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

健
康
増
進
係
（
☎
６
５
ー
３
５
２
２
）

世
界
禁
煙
デ
ー　

5
月
31
日

禁
煙
週
間

　
　

5
月
31
日
〜
6
月
6
日

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
時
に

「
骨
粗
鬆
症
検
査
」
も
受
け
ら

れ
ま
す
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第
12
回　

大
陸
研
究
計
画
始
動
！ 

　

喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所
は
構
想

を
始
め
て
か
ら
２
年
が
経
ち
、
少
し
ず
つ
研

究
所
ら
し
い
形
が
出
来
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
述
べ
30
名
を
超
え
る
研
究
者
が
来

島
し
、
喜
界
島
の
研
究
を
続
け
て
い
ま
す
。

研
究
所
は
喜
界
島
の
自
然
を
活
か
し
な
が

ら
、
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
の
多
様
性
と
地
球
環

境
変
動
を
科
学
す
る
研
究
教
育
拠
点
と
し

て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
所
で
は
、
喜

界
島
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
地
質
学
・
生
態

学
・
地
球
化
学
と
い
う
分
野
の
垣
根
を
超
え

た
大
き
な
研
究
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま

す
。
そ
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

喜
界
島
は
そ
の
大
き
い
隆
起
速
度
に
よ
り

過
去
10
万
年
間
の
化
石
サ
ン
ゴ
礁
が
連
続
し

て
陸
上
に
露
出
す
る
と
い
う
世
界
で
も
珍
し

い
貴
重
な
島
で
す
。
喜
界
島
が
育
って
き
た

過
去
10
万
年
間
の
間
に
は
暖
か
い
時
代
、
寒

い
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち
は
喜

界
島
の
化
石
サ
ン
ゴ
礁
か
ら
今
よ
り
も
暖

か
い
時
代
、
寒
い
時
代
の
環
境
や
サ
ン
ゴ
の

種
類
、
成
長
を
読
み
解
き
、
気
候
が
サ
ン

ゴ
礁
に
与
え
る
影
響
を
調
べ
、
温
暖
化
な

ど
の
将
来
の
気
候
変
動
を
予
測
に
役
立
て

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
喜
界
島
は
日
本
沿
岸
の
中
で
、

熱
帯
性
と
温
帯
性
の
サ
ン
ゴ
が
入
り
混

じ
る
境
目
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
よって
、

現
在
の
サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
と
化
石
の
サ
ン

ゴ
礁
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、
現
在
の

海
が
こ
れ
ま
で
繰
り
返
し
て
き
た
温
暖
・

寒
冷
な
環
境
の
ど
の
状
態
に
位
置
す
る
の

か
、
さ
ら
に
人
為
的
な
環
境
の
変
化
が

サ
ン
ゴ
礁
生
態
系
に
与
え
る
影
響
や
、
サ

ン
ゴ
は
今
後
の
気
候
変
動
に
耐
え
ら
れ
る

の
か
？
と
い
う
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
地
球
規
模
で
の
環
境
や
生
物
多
様

性
の
変
化
を
捉
え
る
の
に
喜
界
島
は
非
常

に
適
し
た
場
所
で
す
。
こ
の
よ
う
な
島
に

拠
点
を
作
れ
た
こ
と
を
私
た
ち
は
誇
り

に
思
って
い
ま
す
。

　

サ
ン
ゴ
通
信
も
今
月
で
最
後
と
な
り
ま

し
た
。
一年
間
、
読
ん
で
く
だ
さ
り
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
こ
れ
か
ら
も
喜

界
町
、
そ
し
て
世
界
中
の
皆
様
に
研
究

成
果
を
発
信
し
続
け
て
参
り
ま
す
。
今

後
と
も
喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所

を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

喜
界
島
サ
ン
ゴ
礁
科
学
研
究
所

　

電　

話
：
０
９
９
７
（
６
６
）
０
２
０
０

　

メ
ー
ル
： m

ail@
kikaireefs.org

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 

 

 

塩道長浜沖でのサンゴ礁調査の様子
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暮らしの情報 インフォメーション

　

　

　本年度の保健福祉課事業に係る商品券の取扱いを
希望される店舗の登録を受け付けます。登録受付期
限は、６月１０日（金）です。印鑑等をご持参のうえ、
役場保健福祉課窓口までお越し下さい。

保健福祉課からのおしらせ
「高齢者元気度アップ事業について」

元気度ｱｯﾌ ﾎ゚ ｲ゚ﾝﾄ事業商品券 元気度ｱｯﾌﾟ地域包括ｹｱ推進事業商品券

商品券取扱店の業務概要

　　〈問合せ先〉役場保健福祉課 地域包括支援センター　☎

記帳の仕方がわからない方へ
　税務署では、新しく事業を始められた方や記帳の仕方が分からないといった方で、
記帳方法の指導を希望される方に対して、指導機関による会計ソフトを利用した記
帳指導などを無料で行っています。
　会計ソフトを利用すれば、日々の取引内容を入力するだけで、簡単に記帳できます。
　記帳指導を希望される方には、記帳指導を実施する指導機関を御案内いたします。
　記帳指導の希望や詳しい内容は、最寄りの税務署にお尋ねください。

　　大島税務署（０９９７－５２－４３２１）　※自動音声案内
　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　（２をご選択下さい）

高齢者もしくは
グループ

②商品券を使う

取扱店舗

① 高齢者もしくはグループの貯蓄ポイ
ントを商品券に交換（事業により換
券の時期が異なる）

ポイント事業
商品券

③使用済み商品券の換金請求

④換金請求分の支払い
商品券の金額を支払
（手数料等差し引かず）

役場　保健福祉課

税務署からのおしらせ
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　皆さん、人権擁護委員制度をご存じですか。
　日本が戦後新しく新しく生まれ変わったとき、何
よりもまず国民の基本的人権の擁護と人権思想の普
及高揚が強く求められ、基本的人権の尊重を基調と
した日本国憲法が制定されました。
　このような背景の下に、昭和23年に、まず政令
に基づいて人権擁護委員制度が設けられ、翌昭和
24年６月１日に人権擁護委員制度が設けられまし
た。これにより国民の基本的人権を擁護し見守るた
めに、民間人による人権擁護機関が誕生しました。
これが我が国における人権擁護委員制度の始まりで
す。
　全国人権擁護委員連合会は、人権擁護委員法の施
行日である６月１日を「人権擁護委員の日」と定め、
この日に　「全国一斉特設人権相談」を実施すること
としていますが、鹿児島県人権擁護委員連合会にお
いても、県内の各市町村で特設人権相談所を開設い
たします。
　相談は無料で、秘密は守られます。お気軽に御相
談ください。
　

※ 人権擁護委員は、各市町村町から推薦された法務
大臣から委託を受けた民間の人たちです。現在、
鹿児島県内には、約 260名の人権擁護委員が配
置されており、地域で様々な啓発活動を行った
り、地方法務局又はその支局で人権相談を受ける
などの積極的な活動を行っています。

Information from town 

住民課からのおしらせ 1
「人権擁護委員制度について」

　

【内容】不動産登記、会社の登記、供託、相続、賃貸借、
貸金、借金整理、その他法律問題に関する相談
【予約】事前予約を受付いたします。予約なしでお越
しいただいた場合、予約状況によりお断りすること
もありますのでご了承ください。相談内容にもより
ますが、１件につき30分～１時間程度を想定してい
ます。予約された方でも時間が前後することもあり
ますので、ご了承ください。
【事前予約受付期間】開催日の２日前まで
（土日祝を除く平日8:30～17:15）
【連絡先 (予約先 )】喜界町役場住民課生活環境係　
　　　　　　　　　　　　　　　　６５－３６８７

☆「暮らしの何でも行政相談所」を開設します。
　　困っていることや分からないことを行政相談委
　　員に相談してみませんか。
　喜界町では、行政相談委員の園田直樹さんが国や
役所の行政などについて、自宅や電話で相談に応じ
ています。
　この度、行政相談週間の一環として下記のとおり
｢暮らしの何でも相談所｣ を開設します。相談は無料
で秘密は守られますのでお気軽にご相談ください。
※会議室には守衛室横の入り口からお入りください。
　　　　　　　　　　　記　

企画観光課からのおしらせ
「行政相談のご案内」

■全国一斉特設人権相談■
　平成 28年６月１日（水）
　開設場所：喜界町役場会議室
　開設時間：午前 10時～午後３時迄

　鹿児島地方法務局奄美支局　
　電話 (0997)52-0376

お問い合せ先

■あたたの町の人権擁護委員■
　喜界町人権擁護委員（平成28年５月１日現在）
　基井　宏信（阿伝）
　金久　美津枝（先山）
　碇山　典子（荒木）

〔困ったら　一人で悩まず　行政相談〕

住民課からのおしらせ　２
「司法書士による無料法律相談会の開催」

日　　　　時：5月28日（土）午前10時～午後3時
場　　　　所：喜界町役場　１階会議室
行政相談委員：園田　直樹
電　　　　話：０９９７－６５－３６６３
　　　　　　　０９０－８８３３－６７２１
住　　　　所：喜界町大字赤連２４００番地
※開設日以外でも随時相談を受け付けております。

開催日 場　所 時　間
平成28年６月 1 日（水） 役場研修室 13:30 ～ 16:00
平成 28年６月 15日（水）早町支所 13:30 ～ 16:00

お気軽にご相談ください
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都 　都 　凜凜

りんとりんと
斗斗  くんくん

東　東　龍龍
りゅうのすけりゅうのすけ

之介之介くん（16左）・くん（16左）・愛愛
まなみまなみ

美美さん（14歳・右）さん（14歳・右）
　　　　　　杏杏

きょうかきょうか

香香さん（９歳・中央）さん（９歳・中央）

　長男・龍之介　野球部、
　長女・愛美　吹奏楽部、
　次女・杏香　バドミントンと英語を頑張っています。
　これからも学業と部活にまい進し、すくすく大き
く成長してほしいです。（父母より）

【島中】【島中】

　お姉ちゃんと仲良く遊んで、キラキラな笑顔で笑う凜斗。
家の中はさらににぎやかになりました。とっても甘えん坊
でイタズラも大好きなししぃ坊。そんな凜斗がみんな大好
きだよ。これからも元気いっぱい笑顔いっぱいですくすく
育ってね！！（父母より）

　【湾】　【湾】

（父　正人・母　純子）（父　正人・母　純子）（父　伸也・母　明子）（父　伸也・母　明子）

▶写真のナンゴクネジバナは志
戸桶集落の海岸線でみつけたも
の。ラン科ネジバナ属の多年草。
奄美大島以南に分布する。高さ
は 15 ～ 35㌢ほどで、花茎をまっ
すぐに伸ばして、らせん状に花
をつける。花の色は桃紅色。顔
を近づけて花びらをよく見てみ
るとラン科の花だけあってきち
んとランの形をしている。
比較的見つけやすい花なので
海岸近くの原っぱなどで探して
観察してみてはいかが。

　ハマウツボ　ハマウツボ ◀志戸桶集落の海岸線の
原っぱで見つけたハマウツ
ボ。海岸の砂地や川原に生
える１年草。主にカワラヨ
モギに寄生する。日本全土
に広く分布するが数は少な
い。高さ 10 ～ 30㌢ほどに
なり、全体に軟毛がある。
花は紫色で唇形。草の間を
よく探さなければ見つから
ないが、喜界島ではあまり
見かけることないタイプの
花なので一見の価値あり。

ナンゴクネジバナナンゴクネジバナ

Kikaij ima information

　４月下旬、荒木
遊歩道入口近くに
雄花と雌花？を持つ
ソテツが出現した。
　第一報は、藤村
昭五さん（湾）から
「今までに見たこと
がない見事なソテ
ツを見つけた」と驚
いた様子で電話が
あり、現場で写真を
撮影した。ソテツは

雌
し ゆ う い し ゅ

雄異株の常緑低
木であるため雌雄
同株ということは考
えにくいが、素人目
には上の方に雄花
が連なり、その下に
種子を作る雌花が
あるように見えてし
まう。このソテツに
ついては追跡調査
を行い、結果を皆さ
んにご報告したい。

18



■ 

寄
付
金

藤
森　

久
貴
（
川
嶺
）

模　

裕
美
子
（
湾
）

喜界町の推計人口
（平成28年４月１日現在）

世 帯 数  ・・・・ 3,299 戸（△ 131）
人 口  ・・・・ 7,078 人（△ 179）
男   ・・・・ 3,428 人（△ 121）
女   ・・・・ 3,650 人（△ 58）

（　）は前月比

大
塚　

心こ

と翔
（
涼
次
・
塩
道
）

吉
山　

美み

み海
（
稔
・
坂
嶺
）

山
口　

和か
ず
た
か孝

（
兼
司
・
湾
）

和
田　

夏な
つ
き希

（
幸
子
・
赤
連
）

　

   

氏　
　

名    　
（
保
護
者
・
住
所
）

　

氏　
　

名　

   （
年
齢
・
住
所
）

　

  

氏　
　

名　

    

住
所

■ 

寄
付
金
（
香
典
返
し
）

社
協
だ
よ
り
（
敬
称
略
）

積
山　

精
一

園
田　

悦
子

林　

不
二
夫

平
田　

フ
ジ
エ

藤
原　

フ
ミ
子

幸
田　

和
義

赤
連

赤
連

嘉
鈍

志
戸
桶

湾（
上
嘉
鉄
出
身
）

林　

修

前
田　

莊
榮

幸
田　

節

嶺　

ウ
メ

（
88
才
・
嘉
鈍
）

（
89
才
・
佐
手
久
）

（
85
才
・
上
嘉
鉄
）

（
95
才
・
坂
嶺
）

　約 10 年ほど前から西目集落公民館でオセロを楽しん
でいる、ていさんと美代さんのお２人。他に用事がない
限りたいていはオセロ対局に興じているそうで、その腕
前は集落の若手衆（60代～ 70代）も全く歯が立たず、「町
のオセロ大会がないのが残念」と周りに言わしめるほど。
　長寿の秘訣は「家でゴロゴロせずに外に出ていって活
動すること」で、「オセロはとっても楽しい上に頭の体
操にもなる」とお２人は口をそろえた。
　昔から姉妹のように仲が良いお２人、これからもオセ
ロを楽しみながら長生きされてください。

岩
下　

雅
一
郎

坂
嶺

※数値は平成27年度国勢調査人口速報集計結果を基にした推計

納付をお忘れなく！（５月）
【税】固定資産税第１期・軽自動車税　
5/31まで
【使用料】５月分簡易水道・下水道使用料・
公営住宅使用料・保育料　5/31まで

役場１階会計又はお近くの金融機関で納めてくだ
さい。納入はお早めに！！
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喜
界
町
は
「
日
本
で
最

も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
し
て
い
ま
す
。
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発
行
／
喜
界
町
役
場

編
集
／
企
画
観
光
課

２
０１６

.５

Ｖ
ｏｌ．５

８
７

小
粒
で
も

キ
ラ
リ
と
輝
く
い
い
島

き
か
い
じ
ま

※行事は変更になる場合があります。ご了承ください。
毎週月曜日は図書館休館日です
毎週土曜日14:00～はお話し会（図書館２階）です

あゆみ幼稚園入園式あゆみ幼稚園入園式 のぞみ幼稚園入園式のぞみ幼稚園入園式 海開き　シーカヤック体験海開き　シーカヤック体験

喜界島マラソン　高校生ボランティア喜界島マラソン　高校生ボランティア喜界島マラソン喜界島マラソン

ぱしふぃっくびいなす　フラ～フラ～♪ぱしふぃっくびいなす　フラ～フラ～♪

ぱしふぃっくびいなす　｢めぇ～～｣ぱしふぃっくびいなす　｢めぇ～～｣

海開き海開き

わんぱく相撲わんぱく相撲海開き　キックベース大会海開き　キックベース大会

わんぱく相撲わんぱく相撲

喜界島マラソン　Teamはくちょう ？喜界島マラソン　Teamはくちょう ？

ぱしふぃっくびいなす ｢また来てね～｣ぱしふぃっくびいなす ｢また来てね～｣ よろこび通り会　「とったど～」よろこび通り会　「とったど～」

（平成 28 年５月21日～６月20日迄）

すこ・・・・旧すこやかセンター
コミ・・・・役場コミュニティホール
子育・・・・子育て支援センター
研修・・・・役場研修室
トレ・・・・ 役場トレーニング室
会議・・・・役場会議室

編
集
後
記

　

喜
界
町
役
場
に
採
用
さ
れ
て
総

務
課
生
活
約
10
年
。
３
月
下
旬
、

発
表
さ
れ
た
人
事
異
動
表
を
見
て

び
っ
く
り
仰
天
。「
次
は
ど
こ
に

に
配
属
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
ま
あ
、

少
な
く
と
も
広
報
係
だ
け
は
な
い

だ
ろ
う
。」
と
勝
手
な
想
像
を
し

て
い
た
だ
け
に
・
・
・
。

　

４
月
1
日
を
境
に
日
常
が
一

変
。
趣
味
で
カ
メ
ラ
を
握
っ
た

こ
と
も
な
い
人
間
が
立
派
？
な
一

眼
レ
フ
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
を
片
手

に
、
新
採
職
員
相
手
に
パ
シ
ャ
リ
、

入
学
式
に
出
か
け
て
い
っ
て
は
パ

シ
ャ
リ
パ
シ
ャ
リ
。「
馬ま

ご子
に
も

衣
装
」
と
は
よ
く
言
っ
た
も
の
で

職
員
ら
は
「
イ
ヤ
ッ
、
カ
メ
ラ
持

チ
バ
一
人
前
ジ
ャ
ソ
ゥ
」、
取
材

現
場
に
出
か
け
れ
ば
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
い・

・

・

・

・

・

つ
も
ど
お
り

上
手
に
撮
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と

の
あ
り
が
た
い
お
言
葉
。
当
の
本

人
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
き
っ
て
写
真

を
確
認
し
て
は
首
を
か
し
げ
る
ば

か
り
。

　

何
は
と
も
あ
れ
、
情
熱
持
っ
て

真
摯
に
精
一
杯
、
誌
面
づ
く
り
に

取
組
む
こ
と
を
決
意
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
自
身
第
1
号
の
5
月
号

も
何
と
か
発
行
に
こ
ぎ
つ
け
た
。

　

町
広
報
誌
を
ご
愛
読
い
た
だ
い

て
い
る
皆
さ
ま
、
未
熟
で
は
あ
り

ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。　

　

　
　
　

新
広
報
担
当　

夏
目
淳
一

日 月 火 水 木 金 土
5/21

●前期 ｢やる気
塾｣ 開講式【ト
レ14:00～】
●体操教室【コ
ミ9:30～】

5/22 5/23 5/24 5/25 5/26 5/27 5/28
●診療所内科診
療（～5/25）
【診療所9:00～】

●２歳・2歳半
児健診【すこ
１３：１５～】

●予約制年金相談
（トレ２５日13:30
～、２６日9:00～】
●無料法律相談
【早町支所 13:30
～】
●精神巡回相談
（～ 5/26）【 診療
所 9:00～】

5/29 5/30 5/31 6/1 6/2 6/3 6/4
●スポ小競技別
交歓大会予選会
（剣道）【喜界
小9:00～】

●1歳児歯科
相談【すこ１３：
30～】

●特設人権相談
【会議10:00～】
●無料法律相談
【研修１３：３０～】

●肺がん検診
（～13日）【各
集落公民館等
9:00～】

6/5 6/6 6/7 6/8 6/9 6/10 6/11
●団体貸出（各
幼・保・テクテ
ク・子育・早学童）
【各施設 14:30
～15:30】

●子宮・乳がん
検診（～６/１５）
【自然休養村管
理センター８:３０
～】

●土曜授業【各
小・中学校8:15
～12:00】

6/12 6/13 6/14 6/15 6/16 6/17 6/18
●町総合家庭教
育学級【コミ１６:0
０～】
●診療所内科診
療（～６/１5）
【診療所9:00～】

●早町小団体
貸付（1～3年）
第２期【早町小
学校１３:００～】

●早町小団体
貸付（４～６年）
第２期【早町小
学校１３:００～】
●乳児健診【す
こ１３：１５～】

●体操教室【コ
ミ１9:00～】

●体操教室【コ
ミ9:30～】

6/19 6/20

●喜界町学寮
久向上対策会
議【コミ：午前】

●母子相談【子
育１１:００～】

くらしのカレンダーくらしのカレンダー
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